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かしわやみうちゃん
（山田幼稚園・５歳）

町
民
芸
術
祭
が
十
一
月
三
日
と
四

日
、
中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
行
わ

れ
、
芸
術
の
無
限
な
奥
の
深
さ
を
堪

能
し
た
。
今
年
の
芸
術
祭
の
朗
報
は

何
と
い
っ
て
も
大
沢
の
大
町
功
さ
ん

（
三

三

）
の
作
品
（
真
柏
の
盆
栽
）。
日

本
盆
栽
作
風
展
で
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に
町
民
と
し
て
我

が
事
の
よ
う
に
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

受
賞
作
品
は
ま
だ
展
示
さ
れ
て
い
な

芸
術
の
奥
深
さ
を
堪
能

【７】 【６】

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
。
当
時
、
家
庭
風
呂
の
あ
る
家
は

数
え
る
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
が
、

幸
い
近
く
に
銭
湯
が
あ
り
、
大
変
助

か
っ
た
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
顔
見

知
り
で
、
気
兼
ね
な
く
背
中
を
流
し

合
い
、
人
情
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
家

の
筋
向
い
に
は
パ
チ
ン
コ
屋
が
あ
り
、

銭
湯
の
行
き
帰
り
に
母
と
聞
い
た
ち

ま
た
に
流
れ
く
る
韓
国
民
謡
「
ア
リ

ラ
ン
」
の
歌
。
時
は
過
ぎ
て
も
心
和

ま
せ
て
く
れ
る
応
援
歌
で
も
あ
る
。

菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
71
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

孫
か
ら
の
り
ん
ご
届
き
て
仏
壇
に

冬
の
到
来
祖
父
に
告
げ
た
し

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

古
里
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
行

政
広
報
紙
「
広
報
や
ま
だ
」
に
お
便

り
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
昭
和
二
十

九
年
に
家
族
や
ご
近
所
の
方
々
に
見

送
ら
れ
織
笠
駅
を
後
に
致
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
勉
強
を
し
よ
う
と

東
京
の
服
飾
関
係
の
学
校
に
入
学
し
、

い
つ
か
は
フ
ラ
ン
ス
ま
で
も
と
夢
を

抱
い
て
、
も
う
五
十
三
年
に
な
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
結
婚
を
機
に
デ
ザ

区
の
委
嘱
に
よ
り
町
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
会
議
に
参
加
し
た
り
、
老

人
会
で
の
健
康
予
防
活
動
や
友
愛
活

動
、
趣
味
の
大
正
琴
に
よ
る
老
人

ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
の
活
動
を
し
た
り
、

微
力
な
が
ら
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
十
月
二
十
三
日
の
山
田
町
合

併
五
十
周
年
記
念
式
典
に
は
、
ふ
る

里
山
田
同
郷
の
会
会
長
を
は
じ
め
幹

事
数
名
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

イ
ン
で
の
フ
ラ
ン
ス
へ

の
夢
は
破
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
い
つ
か
旅

行
に
い
き
た
い
も
の
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
住
ん
で
四
十

年
に
な
る
墨
田
区
で
、

ふる里山田同郷の会幹事
東京都墨田区

黒 澤 多
た

美
み

さん（71歳）
〔織笠出身・旧姓中山〕

く
少
々
落
胆
し
た
が
、
父
祐
吉
さ
ん

（
六

四

）
の
作
品
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に

見
と
れ
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。
我
が

町
か
ら
総
理
大
臣
賞
が
出
た
こ
と
は
、

山
田
町
の
名
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
う
。
当
日
は

全
作
品
を
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
し
、
来

年
に
期
待
し
つ
つ
帰
途
に
就
い
た
。

齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
81
歳
）

し
た
。
合
併
の
と
き
の
一
ペ
ー
ジ
を

知
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
感
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

江
東
区
民
ま
つ
り
の
山
田
町
物
産

展
に
は
、
毎
年
必
ず
出
向
い
て
、
ワ

カ
メ
、
ウ
ニ
、
塩
辛
、
マ
ツ
モ
、
サ

ン
マ
な
ど
を
買
い
求
め
、
古
里
の
味

を
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。
風
光
明

美
な
自
然
美
し
い
山
々
、
大
島
小
島

の
あ
る
き
れ
い
な
海
、
サ
ケ
の
上
る

川
、
水
平
線
よ
り
昇
る
太
陽
な
ど
は
、

目
に
焼
き
つ
い
て
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
良
い
自
然
環
境
を
残
す

た
め
、
山
田
町
民
の
方
々
の
ご
努
力

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

寒
さ
に
向
か
う
時
期
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
町
の
さ
ら
な
る

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
二
十
二
日
、
船
越
公
園
に
お

い
て
産
直
市
が
開
か
れ
、
各
地
区
よ

り
丹
精
込
め
て
つ
く
ら
れ
た
野
菜
が

ひ
こ
う
き（
８
）

所
狭
し
と
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
は
船
越
公
民
館
で
展
示
会
、
船
越

小
学
校
で
は
婦
人
部
に
よ
る
演
芸
会

が
催
さ
れ
、
秋
の
有
意
義
な
一
日
で

し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
産
直
市
の
抽

選
会
で
は
、
な
か
ば
あ
き
ら
め
か
け

て
い
た
時
、
自
分
の
抽
選
券
が
当
選
。

友
人
か
ら
頂
い
た
抽
選
券
も
当
た
り
、

念
願
の
三
年
連
続
当
選
を
か
な
え
、

大
い
に
喜
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

山
�
泰
司
（
船
越
・
60
歳
）

大
沢
の
海
よ
光
れ
と
波
が
舞
う

小
さ
な
力
汗
に
ま
み
れ
て

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

眠
ら
れ
ず

か
え
る
と
共
に
夜
明
け
ま
で

お
な
か
に
の
せ
て
点
字
本
読
む

菊
地
孝
進
（
船
越
・
84
歳
）

俺
が
町
今
度
は
支
所
を
無
く
す
腹

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
？
歳
）

冷
風
に
舞
い

散
り
ゆ
く
枯
葉
辛
夷
か
な

ま
た
く
る
春
に
白
き
花
よ
と

福
士
順
子
（
八
幡
町
・
68
歳
）

晩
秋
に
狂
い
咲
く
一
輪
の

つ
つ
じ
の
花
の
薄
赤
の
美
し
さ

山
�
泰
司
（
船
越
・
60
歳
）

み
か
ん（
９
）

小
野
は
る
な（
８
）

北
斗
の
拳（
14

）

orange

（
12
）

蛇
骨（
14

）

福
士
り
ょ
う
す
け（
４
）

宇
津
宮
楓
子（
８
）

福
浦
真
奈（
８
）

チ
ェ
リ
ー（
９
）

ち
ゃ
お
大
す
き
っ
子（
９
）

え
び
ち
ゃ
ん（
12

）

き
ら
り
ん（
７
）

大
釋
瑞
貴（
11
）

福
士
結
衣（
９
）

ク
ッ
キ
ー（
？
）

YA
W

A
R

A
KA

TA
N

K

（
16
）

型無そういち（？）

ガ
チ
ャ
ピ
ン（
９
）

山
ぴ
ぃ
大
好
き
っ
仔
☆（
７
）

高
橋
直
也（
９
）

秋
の
有
意
義
な
一
日
に

心
和
む
ア
リ
ラ
ン
の
歌

風
呂
に
入
り
な
が
ら
何
を
考
え
る

と
も
な
く
、
遠
い
日
に
心
を
通
わ
せ

お
らか

こ
ぶ
し

ぜ

統計グラフコンクール

西川さんが全国入賞に輝く
第54回統計グラフ全国コン

クールの第1部（小学1・2年
生）で、山田南小2年の西川理子
さんの作品「は だいじょうぶ」
が佳作に入選しました。作品は
山田南小の全学年の児童を対象
に虫歯の有無や一日の歯みがき
の回数などを調査し、グラフに
分かりやすくまとめたものです。
西川さんは「みんながちゃんと
歯を磨いているかどうか調べて
みようと思って作りました。入

賞できてとてもうれしいです」と喜びを語ってくれまし
た。なお、この作品は第50回県統計グラフコンクール
で特選に輝いています。

県コンクールでも多数入賞
このほか、第50回県統計グラフコンクールで本町の

皆さんが上位入賞に輝いています。
◆入選　第１部（小学１・２年生） �鈴木美優（山田
南小2年） 第３部（小学５・６年生）�吉田光野
（大沢小5年）
◆審査員特別賞　第１部 �梶山拓郎（山田南小2年）
第２部（小学３・４年生） �早野朋美、浜登美海
（山田南小3年）
◆学校奨励賞 �豊間根小学校　�山田南小学校　
◆第50回開催記念賞 �山田南小学校　　　　《敬称略》

中学生の「税についての作文」

(々木くんが東北地区会長賞
全国納税貯蓄組合連合会が募

集した中学生の「税についての
作文」で、豊間根中3年の|々
木信吾君が東北地区納税貯蓄組
合連合会長賞に輝きました。
|々木君の作文のテーマは「税
の未来と僕達のすべきこと」。
身近にあった税金の使われ方に
ついて中学生の視点で考え、
「『笑顔を生み出す源』である税
金をしっかり納めていきたい」
と結びました。|々木君は「今

後も機会があれば、作文などを通じてさらに税金につい
て考えていきたい」と話していました。上位に入賞した
皆さんは次のとおりです。
◆東北地区納税貯蓄組合連合会長賞
�|々木信吾（豊間根中3年）

◆岩手県納税貯蓄組合連合会長賞
�田向彩乃（豊間根中3年）�西舘知央（山田中2年）

◆宮古・下閉伊地区納税貯蓄組合連合会長賞
�貫洞翔太（山田中3年）�村木詩音（山田中3年）
�伊藤美保子（山田中2年）

◆宮古税務署長賞
�内舘塁（豊間根中3年） 《敬称略》


